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（前東京都連盟会長）

兵庫県看護連盟会員の皆様には、

日本看護連盟の事業にご理解とご支

援を賜り感謝申し上げます。

地域の様々な場所で新型コロナ感

染症と闘っている会員の皆様に心か

ら感謝と敬意を表します。感染が長

期化する中、看護職の安全が確保さ

れ、安心して役割を発揮できるよう

日本看護協会と連携し、コロナ禍における課題解決に向け国

へ働きかけて参ります。診療報酬による「看護職員処遇改善

評価料」の新設、「国家公務員医療職俸給表（三）が改正され、

厚生労働省より全国の医療機関に通知が出たところです。

政治の力は、行政の迅速な対応を促します。「現場の声」

を届ける私たち組織の声こそが、政治を動かす原動力と

なります。日本看護連盟と日本看護協会の連携はもとよ

り、各都道府県においても看護連盟と看護協会が連携し、

それぞれの地域で政治力を遺憾なく発揮することが重要

になって参ります。緊密に意思疎通を図り、看護政策の実

現のため、ともに力を合わせ進んでまいりましょう。

用事があって横須賀線に乗ったことがつい最近のこととし

てよみがえってきます。

鎌倉を過ぎると、車内は急にがらんとして、3月初めまでは暖

房が効き窓を流れる風景も穏やかにいかにものどか、あれか

ら30年以上もの月日が過ぎてしまいました。こんな経験は誰

にでもあり、ふと何気ない時に思い出されるものです。

今年、2月の半ば、石田まさひろ議員とともに西宮敬愛会病

院、西宮協立脳神経外科病院、三好病院、兵庫県看護協会神戸

訪問看護ステーション、訪問看護ステーションあさんて・はな、

みんなのかかりつけ訪問看護ステーション神戸、コウダイケア

サービス、神戸大学医学部附属病院の8か所を訪問させていた

だきました。院長、理事長、名誉院長、事務部長、事業所長、看

護部長、看護部顧問、師長の幅広い方から生の「現場の声」を聴

くことができました。「30代の医療職者を支えるのは今、働い

ている私たち、今だからこそ言うべきことがある。私たちの存

在価値を未来につなげたい。未来はこうあってほしい」と、時間

のたつのを忘れるほど熱く語ってくれました。この施設訪問で、

石田議員共々、時間の大切さと医療人の心意気強く感じました。

自由民主党看護問題小委員会

光陰矢の如し

最後に、尼崎新都心病院の訪問

ができなかったことは心残りでし

た。後日、松村看護部長にお詫び

のお電話を差し上げた際に、どう

しても看護職議員に聞いてほしい

日本看護連盟スローガン「届けよう看護の声を！私たちの未来へ」

ことがあり、看護管理者の皆様が待っておられたお話をお聞

きすることができました。 民間病院の看護管理者育成に欠

かせないファーストレベル・セカンドレベル・サードレベルの研

修を受講する努力義務化と診療報酬へ反映させる仕組みづ

くりをしていただきたいという要望をいただきました。私は

2007年度から認定看護管理者制度発足時から2期6年間

認定看護管理者会の会長として就任した際に、石田議員とと

もに厚労省に松村看護部長が言われたような内容を直訴し

た苦い経験があります。実現したい課題を思い出し、必要性

を感じた施設訪問でありました。ありがとうございました。皆

さんは「光陰矢の如し」を胸にどのように未来を思い描くで

しょうか？



●日 時: 令和5年2月13日（月）18:00～19:30

●場 所: ラッセホール

●参加者: 来賓14名、国会議員3名（議員秘書11名）、

県会議員37名、市会議員17名、

自民党県連8名（女性局含む）、連盟会員及び

協会役員理事40名、看護連盟役員・支部長31名

合計159名

2023年度兵庫県看護連盟通常総会プログラム(案)

コロナ禍の影響により3年ぶりに互礼会が開催されました。

会食なしで議員の方々と名刺交換し、看護の現状について話

し合いました。

今までは食事しながらの交流会だった為、どんな会になる

のかと心配された方もおられましたが、各テーブル会話が弾

み、あっという間に時間が過ぎ盛会に終わりました。

兵庫県内の看護を支援して下さる議員の方々に看護の現

場の状況を知っていただき、交流を深めることができました。

少しでも働きやすい環境になるよう、現場の声を直接議員

の方々に話せる機会を繋いでいきたいものです。

文責：仁木 美枝子

友納理緒参議員議員のご挨拶

各地区の県・市会議員と会員がテーブルを囲み歓談

開 会

物故会員への黙祷

あいさつ 兵庫県看護連盟会長

来賓祝辞

祝電披露

永年会員感謝状贈呈

議長団選出

議事

報告事項

1. 2022年度通常総会報告

2. 2022年度日本看護連盟会議報告

3. 2022年度役員会報告

4. 2023年度日本看護連盟通常総会報告

5. 2022年度活動報告・支部活動報告

6. 2022年度決算報告

7. 2022年度監査報告

審議事項

第1号議案 2023年度スローガン（案）

第2号議案 2023年度活動計画(案)・支部活動計画（案）

第3号議案 2023年度予算（案）

第4号議案 兵庫県看護連盟規約並びに細則の一部改正（案）

第5号議案 選挙対策（案）

第6号議案 2023年度役員選出（案）

新役員紹介・退任役員あいさつ

綱領宣言

連盟の歌斉唱

閉 会

開場
オリエンテーション
国政報告 参議院議員友納理緒

日 時 ： 2023年6月3日（土）13:00～16:00
場 所 ： ラッセホール

2023年新年互礼会

石田議員と青年部のメンバー

石田議員、友納議員を囲んで

テーブルにて記念撮影



講師として日本看護連盟の岡山幹事とともに、翌日卒業式

を迎える3年生に向け講演をしました。

学生たちからの質問も積極的で、一方通行ではなくコミュ

ニケーションを取りながら有意義な時間となりました。

特に『お金の話』には敏感で(笑)、看護職員処遇改善評価料

の診療報酬への位置付けや医療職俸給表（三）の改正など、

みんな前のめりになって聞いてくれましたし、看護連盟の活

動や政治について関心を持つことの必要性を理解してくれま

した。

1ヶ月後から看護師として働くという臨場感と共に、現場か

ら声を上げていくことで「看護の未来を自分たちが創ってい

くんだ！」という意識が芽生えた研修となりました。

文責:青年部 秀村 美穂

日 時 2023年3月2日（木）13:30～
参加者 青年部2名、日本看護連盟 岡山幹事、

角谷幹事、谷口OB支部役員

丹波市立看護専門学校学生40名、職員5名
テーマ 「これからの看護を担う仲間たちへ」

丹波市立看護専門学校

先輩の「ライフヒストリー」から

日本看護連盟 岡山幹事による研修

「届けよう看護の声を！私たちの未来へ」につなぐ

大島さんは多くを語りませんでしたが、選挙期間中すべての国会議員の

方々はコロナ禍での看護職の動きを静かに見ておられたのではないで

しょうか。 友納候補予定者の当選と「看護職のキャリアアップに伴う処遇

改善」の礎を築くための苦しみを大島さんのライフヒストリーから読み

取っていただけたら嬉しいです。 文責：服部 玲子

2022年新年早々にこのニュースを真っ先に届けて下さったのは、前日

本看護連盟会長の大島敏子さんです。 看護職給与の引き上げは日本看

護協会会長福井トシ子さんと大島さんが一緒になって2022年7月の第

26回参議院議員選挙の前から動き出しました。

診療報酬による看護職の処遇改善がスタートします

いままでの成長の中で、看護の場面で絶望したり、幸せな体

験を思い出しこれからの人生を描いてみました。

看護職になろうとした時、父親から反対されましたが43歳の

時、看護部長を決心したのは、父親の理解があったからでした。

幸せの前に少しだけの不安や落胆することがありましたが、

私のライフヒストリーは専門職としての連盟の必要性と協会と

の連携を伝える活動をこれからも続けてまいります。

前日本看護連盟会長 大島 敏子シリーズ3回目（全５回）
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0歳 10歳 20歳 30歳 40歳 50歳 60歳 70歳 80歳 90歳 100歳

77歳
看護管理にかか

わる新たな出発

65歳
「NPO法人･看護職キャ

リアサポートフリージア･
ナースの会」設立
特養理事などの社会的活

動がめまぐるしくなる

43歳
看護部長

「看護部が変われば病院
は変わる」を執筆

59歳

大学病院で副院長に就任
稼働率アップ、経営のア
イディア、自動点訳ソフ

トの開発で評価

25歳
結婚・出産後、再就職

27歳
看護連盟との衝撃的な

出会い 仕事と家庭の

両立

17歳
女性の自立も考え看護職

になる決意をする

18歳

クラスの担任(野口美和
子先生)との素敵な出会

い、仲間とともに就職

青年部（po-mellon)活動報告

丹波市立看護専門学校に出前研修しました

将来のこと

74歳
日本看護看護連盟会長就任

76歳
第49回衆議院議員選挙、第26回参議

院議員選挙、同時に「看護職の処遇改
善」を日本看護協会と活動を共にして
苦しみのどん底から這い上がる



小野のそろばんの看板

活き活き生活 今月のスポット 北播地区

今回は、桜の季節から始まる小野市をご案内します。

山陽自動車道の三木小野インターから国道175号線を

北に進むと小野市に到着です。

『おの桜つづみ回廊』は、西日本最大級を誇る全長4㎞、約

650本の美しい桜のトンネルです。江戸彼岸、大島桜、染井吉

野、八重紅枝垂、思川の５種類の桜が上流から下流へ順を追っ

て開花していきます。『さかさ桜』と言われる水面に映る桜との

コントラストはひときわ美しいです。またライトアップされた桜

は、昼間とは異なり幻想的な表情が見られます。

おの桜つづみ回廊

小野市と言えば伝統工芸品の『播州そろばん』。

「読み・書き・そろばん」は遠い昔の話、そろばんはすっかり

生活の中から消え去ったように思われますが、認知症予防

や集中力、創造力を高める器具としてまた見直されてきて

小野ひまわりの丘公園

います。五か九しか出

ない『合格そろばん』

や知育木具なども作

られています。

春が桜ならこちら小

野ひまわりの丘公園

では、夏はひまわり、

秋はコスモスが一面

文責:丸岡 洋子

先日、NHKスペシャル「南海トラフ巨大地震 30年以内にM８

級が？」のドラマを興味深く視聴しました。

1995年１月Ｍ7.3の阪神淡路大震災、2011年3月東日本大

震災と未曽有の災害が日本を襲っています。南海トラフ地震は

「半割れ状態」を起こし、短い間に西日本・東日本を襲うであろ

うとも言われています。

その時に必要な被災地支援はなかなかスムースにはいかない

事が予想されています。孤立する被災地で生き延びる方法を今

に咲きほこります。 四季折々の花を楽しむことができ

ます。

公園内には、無料で楽しめる関西最大級の大型複合遊

具広場があります。加東市の女性から子供達のためにと

寄付された2億円を含む6億円をかけて昨年12月にリ

ニューアルしました。お天気のいい日には子供たちの元

気に楽しむ声が聞こえます。

様々な分野で模索され、医療機関でも災害医療の準備、その中

でも医療職として自分達の覚悟、地域へ根ざす活動、防災の日

常化等課題は山積しています。今できることはあるはずです。

また３月13日から新型コロナ対策として推奨されていた「マ

スク着用」が個人の判断に委ねられるようになりました。個人の

判断の基本は、「お互いに思いやりの気持ちを持つ」事です。

看護連盟も未来に向かって「私達の未来は私達で」の想いの

下、地域を巻き込みながら、活動して行きたいと思います。

編集後記 （広報委員:仁木、平川、古川、丸岡）

会員の皆様から「五弁の花」や「NEWS Hyogo」のご感想、

そして連盟へのご意見をくださった方々に除菌用ウェットシー

トをプレゼントさせていただいています。 Hyogo Nursing Federation

E-Mail: renmei-h@ceres.ocn.ne.jp

兵庫県看護連盟

プレゼント 下記のQRコード、看護連盟ホームページ、FAX、なんでも結

構です。 皆様からのご投稿をお待ちしています。
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